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島
原
市
で
実
施
さ
れ
た
長
崎
県
国
民

保
護
訓
練
に
つ
い
て
、
テ
ロ
や
ミ
サ
イ
ル

の
想
定
で
は
市
民
の
避
難
意
識
が
生
ま
れ

て
い
な
い
。
特
に
ミ
サ
イ
ル
で
は
行
動
時

間
も
非
難
す
る
場
所
も
な
い
。
自
然
災
害

を
基
本
と
し
て
避
難
訓
練
を
行
う
こ
と
。

　
　

今
回
の
訓
練
は
テ
ロ
行
為
発
生
時
に

お
け
る
連
携
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

避
難
行
動
を
行
っ
た
。
今
後
も
地
域
住
民

の
顔
の
見
え
る
関
係
を
構
築
し
、
自
然
災

害
の
み
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
そ
の

機
能
を
発
揮
で
き
る
日
本
一
の
自
主
防
災

会
を
目
指
し
た
い
。

　
　

佐
賀
空
港
に
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
が
計

画
さ
れ
、
長
崎
県
で
は
水
陸
機
動
団
が
大

村
に
も
増
強
さ
れ
る
。
軍
備
増
強
計
画
に

つ
い
て
の
見
解
は
。

　
　

我
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
の
環

境
を
考
え
る
と
、
国
民
の
生
命
、
財
産
を

守
る
た
め
に
や
む
を
得
な
い
と
考
え
る
。

今
後
の
動
向
に
注
視
し
て
い
き
た
い
。

　
　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
、
独
居
高

齢
者
、
要
介
護
認
定
を
受
け
た
人
数
は
。

　
　

高
齢
者
人
口
は
１
万
５
６
１
３
人
、

高
齢
化
率
は
36
・
12
％
、
独
居
高
齢
者
は

２
６
２
０
人
、
要
介
護
認
定
者
数
は
３
３

９
２
人
で
あ
る
。

　
　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
、
月
額
負
担
金

３
０
０
円
を
無
料
に
す
る
こ
と
。

　
　

市
の
財
政
事
情
も
あ
り
、
負
担
金
と

し
て
担
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

運
転
免
許
証
返
納
者
に
対
し
て
の
補

助
事
業
は
。

　
　

65
歳
以
上
の
方
へ
タ
ク
シ
ー
券
を
年

60
枚
交
付
し
て
い
る
。

　
　

島
原
市
は
、
学
校
プ
ー
ル
の
集
約
化

を
進
め
て
お
り
、
新
た
な
温
水
プ
ー
ル
の

整
備
等
を
計
画
し
て
い
る
。
今
後
の
建
設

構
想
内
容
を
。

　
　

温
水
プ
ー
ル
、
小
学
校
プ
ー
ル
の
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
。
温
水
プ
ー
ル
は
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
、
健
康
増
進
等
の
観
点
か

ら
も
存
続
の
声
が
強
く
あ
り
、
学
校
プ
ー

ル
の
受
皿
と
し
て
霊
丘
公
園
内
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
決
定
。
令
和
７
年
度
に
完
成
予
定
。

　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
運
動
広
場

の
代
替
策
と
し
て
、
霊
南
埋
立
地
の
活
用

を
。

　
　

霊
南
埋
立
地
は
県
所
有
の
土
地
で
あ

り
、
県
と
も
調
整
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◇
公
務
員
の
定
年
引
上
げ
に
つ
い
て
、
具

　

体
的
内
容
を
追
求

◇
太
陽
光
発
電
と
蓄
電
池
の
活
用
に
つ
い　

　

て
、
光
熱
費
が
高
騰
し
て
い
く
中
で
、

　

自
治
体
と
し
て
節
約
に
向
け
調
査
研
究

　

し
て
い
く
こ
と
を
要
求
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齢
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草野 勝義 議員

AQ

　
　

本
市
の
出
産
・
子
育
て
支
援
の
事
業

内
容
は
。

　
　

特
定
不
妊
、
不
育
治
療
費
助
成
、
産

後
ケ
ア
、
母
子
保
健
、
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
、
産
前
産
後
マ
マ
サ
ポ
ー

ト
、
す
こ
や
か
赤
ち
ゃ
ん
子
育
て
、
副
食

費
代
の
援
助
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
、
子
育
て
支
援
等
の
事
業
。

　
　

支
援
の
財
源
で
あ
る
過
疎
債
の
使
い

勝
手
が
悪
く
な
っ
た
。
一
般
財
源
か
ら
の

組
み
替
え
額
は
。

　
　

令
和
３
年
度
決
算
で
は
、
約
４
千
万

円
を
カ
ッ
ト
さ
れ
、
そ
の
分
を
一
般
財
源

で
対
応
。

　
　

伴
走
型
相
談
支
援
、
出
産
・
子
育
て

応
援
交
付
金
に
つ
い
て
。

①
本
市
で
早
急
に
取
り
組
む
考
え
は
。

②
妊
産
婦
が
活
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
券
な

ど
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
。

　
　

①
面
談
の
実
施
と
出
産
、
子
育
て
応

援
ギ
フ
ト
と
し
て
各
５
万
円
相
当
を
支
給

す
る
支
援
。
今
定
例
会
に
補
正
予
算
を
上

程
し
た
い
。

②
メ
ニ
ュ
ー
は
今
後
検
討
。
妊
産
婦
、
子

育
て
等
に
有
効
に
活
用
し
た
い
。

　
　

大
石
知
事
は
18
歳
ま
で
の
医
療
費
助

成
制
度
の
創
設
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。

県
内
９
市
町
が
助
成
。
本
市
の
対
応
と
考

え
は
。

　
　

制
度
の
構
築
に
つ
い
て
、
県
及
び
市

町
と
連
携
し
て
実
現
の
方
向
で
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

　
　

①
本
市
の
設
置
状
況
は
。
②
設
置
費

用
は
。
③
バ
リ
ア
フ
リ
ー
推
進
協
議
会

寄
贈
の
前
広
便
座
を
、
ゆ
と
ろ
ぎ
の
湯
の

駐
車
場
屋
外
ト
イ
レ
に
設
置
予
定
だ
っ
た

が
、
現
状
は
。

　
　

①
市
内
14
か
所
に
設
置
。
②
一
般
的

な
器
具
設
置
で
約
１
０
０
万
円
。
③
把
握

し
て
い
な
い
の
で
、
設
置
状
況
等
を
確
認

し
た
い
。

　
　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
よ
り
も
費
用
が
安
い

前
広
便
座
の
設
置
に
つ
い
て
、
公
園
の
ト

イ
レ
な
ど
少
し
ず
つ
で
も
い
い
の
で
、
設

置
の
推
進
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　

新
施
設
に
は
多
目
的
ト
イ
レ
を
導

入
。
前
広
便
座
も
費
用
が
か
か
る
の
で
、

財
政
事
情
等
も
勘
案
し
、
検
討
し
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◇
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

◇
地
域
公
共
交
通

◇
若
者
の
路
上
ラ
イ
ブ
（
音
楽
活
動
）
へ

　

の
支
援

◇
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
練
習
コ
ー
ナ
ー
か

　

広
場
で
若
者
の
応
援
を

公明党

ながお　くにただ
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